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テ
イ

セ

ン
タ
ー
か
ら
ご
案
内

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
十
協
議
会

多
家
良
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

多
家
良
・
八
多
地
区
自
主
防
災
連
合
会

会
長

芝
原

孝
昌

⑨
彼
岸
花
が
あ
ぜ
道
を
彩
り
、

多
家
良
地
区
は
大
き
な
災
害
も

な
く
収
穫
の
秋
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
当

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
す
。
今
回
の
広
報
誌
の

テ
ー
マ
は

「
地
域
の
防
災
」

を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

最
近
.
は
、
地
球
の
温
暖
化
の
影
響
で

し
ょ
う
か
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
中

で
風
水
害
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の

「
自
主
防
災
!
」
。
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
申
し
ま
す
。
日
頃

か
ら
住
民
の
み
な
さ
ま
が
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

組
織
活
動
と
し

て
、
両
町
の

「
自
主
防
災
連
合
会
」

を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
二
人
の

副
会
長
よ
り
次
欄
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
今
年
度
の
多
家
良
中
央
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
祭
り
は
二
月
に
芸
術
文
化
祭
と

し
て

「
多
家
良
・
八
多
の
今
昔
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
時
代
と
と

も
に
地
域
の
風
景
も
変
わ
り
、
ま
た
生

活
様
式
も
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
過
去

を
見
つ
め
直
し
未
来
に
繋
げ
て
行
く
よ

う
な
文
化
祭
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
古

く
か
ら
伝
わ
る
写
真
、
お
宝
、
珍
品
秘

物
、
古
書
や
時
代
の
移
ろ
い
の
お
品
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
出
展
下
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
参
考
ま
で
に
管
内
の
当
面
の
行
事
、

催
し
物
に
つ
い
て
、
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
地
域
の
行
事

十
月
十
二
日

多
家
良
中
央
児
童
館
ま
つ
り

十
月
十
三
日

金
谷
立
岩
神
社
秋
祭
り

(
子
ど
も
相
撲
大
会
)

十
月
十
八
・
十
九
日

中
宮
井
八
幡
神
社
秋
祭
り

十
月
十
九
日

冨
井
小
学
校
秋
季
大
運
動
会

十
一
月
二
・
三
日

野
上
加
茂
神
社
秋
祭
り

十
一
月
三
日

犬
飼
五
王
神
社
秋
祭
り

(
農
村
舞
台
・
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
公
演
)

十
一
月
八
・
九
日

小
倉
八
幡
神
社
秋
祭
り

十
一
月
二
十
三
日

中
津
峰
如
意
輪
寺

(
百
味
供
養
会
)

平
成
二
十
七
年

一
月

(
日
は
未
定
)

防
災
訓
練
、
土
砂
災
害

危
険
個
所
の
点
検
、
視
察
及
び
炊
き
出
し
訓
練
実

施二
月
中
旬

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り

「
多
家
良
・
八
多
の
今
昔
」

※

昔
の
写
真
(
人
物
で
も
風
景
で
も
可
)

村
か
ら
町
へ
の
変
貌
関
係
、
そ
の
他
、

大
歓
迎
)

募
集
要
項
は
後
刻
ご
通
知

い
た
し
ま
す
。

多
家
良
・
八
多
地
区

自
主
防
災
連
合
会
設
立

自
主
防
災
連
合
会

副
会
長

立
岩

英
志

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
豪
雨

災
害
に
備
え
て
、
多
家
良
町
・

八
多
町
の
両
自
主
防
災
会
で

協
議
の
結
果
、
平
成
二
十
六
年
八
月
一

日
付
で
標
記
の
防
災
組
織
を
結
成
い
た

し
ま
し
た
。
事
務
所
は
多
家
良
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、
会
長

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
の
芝
原

孝
昌
氏
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

去
る
平
成
十
六
年
に
各
地
で

災
組
織
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、

内
容
に
差
が
あ
り
、
休
眠
状
態
の、白
組活主

も
あ
る
よ
う
で
す
。

徳
島
市
は
大
規
模
災
害
時
に
は
、

近
な
防
災
活
動
に
加
え
、
近
隣
の
自

防
災
組
織
が
連
携
協
力
を
し
て
、
活
動主身 織動防

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
推
奨
し
て
お
り

ま
す
。
連
合
組
織
は
、
概
ね
小
学
校
単

位
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
当

地
区
は
多
家
良
・
八
多
両
町
の
自
主
防

災
会
の
連
合
組
織
と
し
ま
し
た
。

当
地
区
に
於
け
る
防
災
機
材
の
整
備
、

防
災
訓
練
、
防
災
啓
発
活
動
の
実
行
が

目
標
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
係
わ
る
費
用
の
補
助
金
が

徳
島
市
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
徳
島
市
消
防
局
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
多
家
良
・
八
多
両
町
の
全
住
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

自
主
防
災
連
合
会

(
防
鰹
特
上
裾
仁
)
利
市

最
近
各
地
で
、
異
常
気
象

に
よ
る
大
雨
災
害
が
多
発
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
災
害
救

助
の
一
環
と
し
て
、
防
災
部
は
七
月
十

六
日
に
A
E
D
に
よ
る
心
肺
蘇
生
講

会
を
行
い
ま
し
た
。
徳
島
市
消
防
局
予

防
諜
の
正
木
課
長
、
徳
島
市
東
消
防

勝
占
分
署
の
方
々
の
指
導
の
下
、
更
新

さ
れ
新
し
く
な
っ
た
A
E
D
を
使
い
、

心
肺
蘇
生
の
方
法
を
受
講
し
ま
し
た
。

台
風
八
号
の
影
響
に
よ
り
、
当
初
の

実
施
計
画
が
延
期
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
勢
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
の

下
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

A
E
D
は
、
多
家
良
中
央
コ
ミ
セ
ン
、

冨
井
小
学
校
、
I
A
多
家
良
支
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
つ
づ
く
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平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
、
前
述
の

と
お
り
当
地
自
主
防
災
連
合
会
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た

場
合
を
想
定
し
、
事
前
に
災
害
か
ら
身

を
守
り
、
最
小
限
の
被
害
で
済
む
よ
う
、

平
成
二
十
七
年
一
月
に
土
砂
災
害
危
険

個
所
の
視
察
、
ま
た
、
避
難
者
が
出
た

場
合
の
対
処
方
法
や
炊
き
出
し
訓
練
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

大
勢
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
、
防
災
意
識
の
啓
発
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と

お

飲たてて

難詰経

緯蕉

鷺慧
防救は

襲議
糧さとと
“れしし

㈲田口日

★

避
難
所
と
し
て

緊
急
地
震
速
報
に
よ
る
町
内
放
送

緊
急
時
の

「
鍵
」
保
管
庫
設
置

自
販
機
(
玄
関
前
)

の
解
放
装
置

防
災
、
緊
急
救
出
用
の
資
機
材
保
管
倉

庫
(
事
務
所
裏
外
側
)

保
管
場
所
、
品
目
数
量
は
次
欄
参
照

食糧、飲料水の保管状況 ・場所‥舞台下の一番北側 (平成26年6月30目現在)

飲料水500m1 5箱こ120本 (期限有)アルファ米l箱=50食入り.備蓄用パン1箱こ50食入り

1防災資機材設置場所と内容・保管場所‥防災倉庫(コミセン北側屋外)

2 防災倉庫の「鍵」保管場所・事務室内東側入口書棚側面、 (消防前分団帳)相原利市民宅及び多家良町駐在所

3 資機材保管状況 (平成26年6月30日現在)

毛布 30 折込式鋸 3 コードリール -2 ハイパー三脚スタンド 1 

水バケツ 10 金てこ 3 投光器 1 ダイナモトーチライト l 

強力ライト 10 万能オノ 1 ボルトカッター 1 ダイナモラジオライト l 

ヘルメット 3 防水シート 2 携帯用安全缶 1 

スコップ 3 ハンマー l 発電機. 2 

ツルハシ 3 救出用ロープ 2 サークルライト 1 

公
民
館
活
動
と
人
権
教
育

多
家
良
中
央
公
民
館

館
長

平
岡

幸
治

み
な
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
、

公
民
館
活
動
に
格
段
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
民
館
活
動
と
し
て
、
成
人

式
、
敬
老
会
の
開
催
、
そ
し
て

「
す
く

ら
む
学
級
」

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」

に
よ

る
生
涯
学
習
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

既
に
ご
承
知
の
事
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

公
民
館

ま告公な
さ民じす
せ館み人
活が権活
な教動
い青の

も
う
一
つ
の
柱
で
あ
り

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

動
と
人
権
教
育
に
つ
い
て
報

て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
教
育
と
は
、

も
な
く
、
地
域
内
で

な
く
し
、
子
ど
も
、

申
し
上
げ
る
ま
で

害
者
な
ど
弱
者
の

人

推
進
す
る
活
動
で
す

年
の
多
家
良
中
央
公
民 o権高の

動
で
す
。

こ
の
活
動
の
一
環
と

の
人
権
問
題
ア
ン
ケ
ー

め
防
止
標
語
募
集
、
人

パ
ル

(
福
を
運
ん
だ
、

で権トし 館実を齢様
々
な
差
別
を

者
、
身
体
障

守
る
教
育
を

は
こ
れ
が
今

の
最
重
要
活

て
、
町
内
で

調
査
、
い
じ

フ
ェ
ス
テ
ィ

こ
回
し
ー
三

番
隻
の
実
演
と
講
演
-
被
差
別
民
と
の

関
係
)
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
公
民
館
持
ち
回
り
の

「
人

権
教
育
啓
発
研
究
集
会
」
を
、
十
一
月

八
日
に
多
家
良
中
央
公
民
館
で
実
施
し

ま
す
。

徳
島
市
人
権
教
育
推
進
協
会
の
方
々
を

は
じ
め
、
大
田
、
新
町
、
一
宮
、
滑
北

の
公
民
館
よ
り
、
人
権
推
進
委
員
の
方

が
来
館
し
、
四
分
科
会
に
分
か
れ
「
同

和
問
題
と
高
齢
者
の
人
権
問
題
」
が
二

分
科
会
、
「
同
和
問
題
と
女
性
の
人
権

問
題
」
、
「
同
和
問
題
と
子
ど
も
の
人

権
問
題
」

に
つ
い
て
、
二
時
間
に
わ
た

り
研
究
集
会
が
持
た
れ
ま
す
。
分
科
会

を
取
り
仕
切
る
司
会
者
に
は
、
当
公
民

館
の
有
識
者
、
芝
原
孝
昌
、
橘
栄
一
、

寺
橋
三
子
、
瀬
畑
俊
夫
の
四
氏
が
当
た

り
、
記
録
者
に
は
二
反
地
敏
子
、
一
一
反

地
啓
子
、
小
橋
早
苗
、
長
田
絵
里
子
の

各
氏
が
当
た
り
ま
す
。

こ
の
研
究
集
会
が
成
功
裏
の
う
ち
に

終
了
で
き
ま
す
よ
う
、
古
金
主
事
と
と

も
に
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

多
家
良
中
央
公

で
は
最
も
構
成
員

公
民
館
の
一
つ
で

は
構
成
員
二
万
人
すI民

当 o住館

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
“館(民は
は多1 “

徳
島
市
内

の
少
な
い

↓\

と
こ
ろ

二
千
人
)

公
民
館
活
動

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
環

境
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
公
民
館
活
動

の
目
的
で
あ
り
ま
す

「
文
化
的
で
潤
い

の
あ
る
豊
か
な
地
域
づ
く
り
」

に
、
今

後
と
も
親
し
く
ご
協
力
ご
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
多
家
良
中
央
公
民
館
の
行
事
予
定

十
一
月
八
日

徳
島
市
人
権
教
育
・
啓
発
研

究
集
会

十
一
月
下
旬

す
く
ら
む
学
級
(
ヨ
ガ
教
室
)

十
二
月
十
日
ふ
れ
あ
い
教
室

(
交
通
安
全

教
室
)

1
次
頁
へ
つ
づ
く



平成26年10月8日

一
月
十
一
日

成
人
式
(
丈
六
公
民
館
)

二
月
上
旬

す
く
ら
む
学
級

(
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修
)

三
月
二
十
二
日

八
多
町
熟
年
独
身
者

の
集
い

(
神
山
温
泉
)

多嘉良中央コミュニティだより(3)第11号

でこまわし・福を運んだ人権フェスティバル

八
多
町
協
議
会

課
題
へ
の
取
り
組
み

八
多
町
協
議
会

会
長

芝
原

孝
昌

本
年
四
月
よ
り
会
長
を
努
め
て
お
り

購
醸
躍
靖
諾

い
八
多
町
の

「
町
づ
く
り
」
に
取
り
組

ま
れ
、
年
会
費
の
見
直
し
や
遅
れ
て
い

る
県
道
改
良
工
事
の
た
め
に
「
八
多
地

区
道
路
促
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
努

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
も
前
会
長
ほ

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

引
き
継
い
で
努
力
い
た
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

特
に
最
近
の
地
球
温
暖
化
に
伴
う
風
水

害
対
策
は
町
民
の
み
な
さ
ま
の
安
全
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
絶
対
必

要
な
条
件
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
災
害
予
防
の
た
め
の

生がま る分 上解に的整で
らの分予校まげと向な備“活

基
盤
が
大
事
と
考
え
ま
す
。
そ
こ

大
雨
が
降
っ
た
場
合
の
排
水
路
の

あで、 、す協つ備共
ご校定がたまごか馨と
意
見

八
多

擁護○
たかい も富
めせて つ井

を
検
討
い
た てがに

生

活
道
路
と
河
川
の
総
合

重
要
と
思
い
ま
す
。
課
題

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

にいは て小
なた“廃学
るだみ 校枚
方きな と八

法なさ な多

多
家
良
町
協
議
会
の

活
動
報
告

多
家
良
町
協
議
会

会
長

立
岩

英
志

平
素
は
協
議
会
活
動
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
紙
面
を
お
借
り
し
て
活
動
状
況
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
二
十
年
に
県
へ
陳
情
し

て
お
り
ま
し
た
県
道
小
松
島
・
佐
那
河

内
線
の
拡
幅
工
事
(
宮
ノ
下
)

の
う
ち

約
七
十
メ
ー
ト
ル
長
が
六
月
に
完
成
い

た
し
ま
し
た
。
関
係
者
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

残
る
約
二
百
六
十
メ
ー
ト
ル
の
拡
幅
工

事
に
つ
い
て
も
、
設
計
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
計
画
図
が
で
き
た
時
点
で

地
権
者
の
み
な
さ
ま
と
協
議
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

前
回
の

「
コ
ミ
ユ
ニ
ア
ィ
だ
よ
り
第

一
〇
号
」

で
紹
介
し
ま
し
た
そ
の
他
の

県
道
及
び
市
道
(
飯
谷
町
と
多
家
良
町

の
境
界
付
近
)
及
び
市
道
(
多
家
良
中

央
線
終
点
・
野
上
)
に
係
わ
る
改
良
工

事
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
支
障
も
無
く
、

市
の
担
当
部
門
と
協
議
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

次
に
、
「
戦
没
者
慰
霊
祭
」
を
四
月

十
九
日
(
土
)

に
二
年
ぶ
り
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
準
備
段
階
で

は
以
前
の
お
世
話
人
の
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
遺
族
会
、
遺
族
後
援
会
及

び
多
家
良
地
区
連
合
協
議
会
で
合
同
会

議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
祭
事
前
に
行
っ
た
忠
魂
碑

の
草
刈
及
び
清
掃
作
業
に
は
、
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
約
五
十
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
当
日
は
、
早
朝
よ
り
各
町
の
お

世
話
人
及
び
宮
井
小
学
校
関
係
者
な
ど

総
勢
約
六
十
名
の
方
々
に
お
世
話
を
頂

き
、
お
蔭
さ
ま
で
、
ご
遺
族
百
四
名
の

ご
参
加
の
下
、
神
式
に
て
無
事
慰
霊
祭

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
現
在
多
家
良
町
内
に
は
防
犯

灯
が
二
十
三
箇
所
設
置
さ
れ
て
お
り
、

管
理
は
各
地
区
が
個
々
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
二
十
六
年
四
月
の
役
員
理

事
総
会
に
於
い
て
、
今
後
は
協
議
会
が

一
括
管
理
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
地
区
で
毎
年

行
っ
て
い
る
電
気
代
金
引
き
落
と
し
先

の
変
更
、
補
助
金
の
申
請
及
び
電
球
の

取
り
換
え
等
、
す
べ
て
協
議
会
が
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
、
多
家
良
町
協
議
会
の
主
な
活

動
状
況
と
し
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

中央道・野上終点で市と協議



(4)多家良中央コミュニティだより 平成2 6年10月8日第11号

た
の
し
い
!
た
の
し
い
!

じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り

多
家
良
中
央
児
童
館

館
長

福
本

輝
実

肌
月
盤
日

(
日
)

に
、
じ
ど
う
か
ん

ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に

し
て
い
た

「
お
化
け
屋
敷
」

も
あ
り
ま

す
。
保
護
者
の
お
父
さ
ん
達
が
、
企
画

か
ら
準
備
ま
で
考
え
て
、
と
て
も
本
格

的
な
1
・
?
お
化
け
屋
敷
に
な
り
そ
う
で

す
。
楽
し
い
け
ど
チ
ョ
ツ
ト
こ
わ
い
な
!

他
に
も
、
バ
ル
ー
ン
や
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
、
ま
た

模
擬
店
で
は
、
た
こ
や
き
、
う
ど
ん
、

キ
ャ
ラ
メ
ル
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

今
年
初
の
試
み
の
コ
ロ
コ
ロ
バ
イ
キ

ン
グ
で
は
、
景
品
を
ゲ
ッ
ト
で
き
る
か

も
ね
!
?
。
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
大
勢
で
お

越
し
下
さ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
で

首
を
な
が
ー
く
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

多
家
良
宝
寿
会
の
現
況
と
活
性
化
に
向
け
て

多
家
良
宝
寿
会

会
長

安
廣

政
一

宝
寿
会
は
過
去

(
平

成
四
年
三
月
)

に
解
散
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ま
で
二
十
二
年
間
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
会
長
の
選
出
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
で
す
。

し
ば
ら
く
し
て
、
近
所
の
お
ば
さ
ん

か
ら

「
老
人
会
が
な
く
な
っ
て
友
達
に

逢
う
機
会
が
減
り
淋
し
い
と
、
み
ん
な

が
言
っ
て
る
。
だ
か
ら
、
な
ん
と
か
世

話
を
し
て

た
の
が
、

ま
り
で
す
私く

当がれ
へ
ん
で
!
」

と
頼
ま
れ

係
る
こ
と
に
な
っ
た
始

時
の
公
民
館
館
長
・
白

滝
繁
雄
さ
ん
と
相
談
し
、
再
出
発
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
休
会
、
解
散
で

約
一
年
十
ケ
月
ぶ
り

(
平
成
五
年
一
月
)

に
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会
員
は
七
十
六
名

(
男
二
十
四
、
女

五
十
二
)

で
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
こ
と

と
て
、
大
変
賑
わ
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
だ
ん
だ
ん
高
齢
化
が
進
み
、

脱
会
者
が
多
く
な
り
、
入
会
者
が
少
な

く
、
当
会
も
次
第
に
淋
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
三
十
二

会
員
は
三
)
。
会
員

傾
向
で
す
が
、
発
足

今
は
社
会
環
境

(
生

成
及
び
夫
々
の
人
生
の活当の
考様時減
式と少名
“達は(

内

新

全
国
的

つ

て
、

家
族
構

え
方
な
ど
)

が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も

高
齢
者
同
士
の
お
互
い
の

連
携
、
い
た

わ
り
励
ま
し
あ
う
習
慣
が
、
薄
れ
て
き

た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
?
。

そ
ん
な
中
、
折
し
も
今
年
は
全
国
で

新
会
員
五
百
万
人
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
中
で
す
。
徳
島
県
で
も
五
万
人
、

当
宝
寿
会
も
五

張
っ
て
い
ま
す

は
新
し
い
人
の

ま
の
絶
大
な
る

り
ま
せ
ん
。

残
る
人
生
、

大 ご加 〇人

を
目
標
に
全
員
で
頑

会
を
活
性
化
す
る
に

人
と
、
住
民
み
な
さ

支
援
に
頼
る
ほ
か
あ

い
に
集
い
、
語
り
合

い
、
笑
い
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
少
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
!
 
。
友
よ
来
た
れ
!

諮
習
会
で
聞
い
た
、
チ
ョ
ツ
ト
い
い
話

お
金
の
い
ら
な
い
健
康
法

「
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
話
」

の
中
で

聞
い
た
以
下
の
事
、
ど
う
ぞ
ご
参
考
に
!

日

で
き
る
だ
け
毎
日
大
き
な
声
で
、

「
ア
ツ
ハ
ハ
、
ア
ツ
ハ
ハ
]

と
笑
う
こ

と
。
そ
し
て
大
き
な
声
で
歌
を
う
た
う

こ
と
。

口陽けも
“り光

山かをよ

に
は
友

り
談
笑
すあのら浴り

緑脱び外
を却る出
しこを
てと心

o掛

け

屋
外
の
太

家
で
の
閉
じ
こ

屋
外
の
風
を
受

り
、

目
に
す
る
こ
と
。
そ
こ

出
会
い
あ
り
、
し
っ
か

る

こ
と
で
ス
ト
レ
ス
も
飛
ん

で
い
く
。

人
の
寿
命
は
年
々
伸
び
て
い
ま
す
が
、

健
康
寿
命
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
!
 
。
寝
た
き
り
の
人
生
で
は
、

し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
で
生
き

甲
斐
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に

「
お

金
の
い
ら
な
い
健
康
法
」

で
す
か
ら
、

さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
実
行
し
て
み
ま
せ

ん
か
!「

予
防
は
治
療
に
ま
さ
る
!
」

「
健
康
は
富
に
勝
る
!
」

今
年
も
四
月
に
八
多
長
寿
会
の
み
な

さ
ま
と
神
山
へ
花
見
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
九

月
に
コ
ミ
セ
ン
の
除
草
を
し
ま
し
た
。

十
月
は
丈
六
の
城
南
病
院
の
患
者
さ
ん

た
ち
と
管
内
三
町
の
ク
ラ
ブ
の
交
流
大

運
動
会
に
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一

月
に
は
冨
井
小
学
校
の
児
童
と

「
昔
の

遊
び
」

で
交
流
し
ま
す
。


